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奈
良
・平
城
京
跡

所
在
地
　
　
　
奈
良
市
四
条
大
路
三
丁
目

調
査
期
間
　
　
一
九
九
五
年

（平
７
）
四
月
―
六
月

発
掘
機
関
　
　
奈
良
市
教
育
委
員
会

・
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン

タ

ー

調
査
担
当
者
　
秋
山
成
人

遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代

・
七
世
紀
―
九
世
紀

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
は
分
譲
住
宅
建
設
に
伴
う
事
前
発
掘
調
査
で
あ
る
。
調
査
地
は
平
城

京
の
朱
雀
大
路
と
四
条
条
間
路
の
交
差
点
に
相
当
す
る
。

調
査
の
結
果
、
朱
雀
大
路
及
び
そ
の
東
側
溝
、
四
条
条
間
路
及
び
そ
の
南
北

両
側
溝
、
朱
雀
大
路
と
四
条
条
間
路
の
交
差
部
で
橋
の
存
在
を
確
認
し
た
。
ま

た
朱
雀
大
路
路
面
上
に
て
下
ツ
道
と
そ
の
東
側
溝
、
北
か
ら
東
へ
Ｌ
字
状
に
曲

が
る
弥
生
時
代
前
期
末
の
溝
、
北
西
か
ら
南
東
へ
斜
行
す
る
弥
生
時
代
後
期
の

溝
を
検
出
し
た
。

朱
雀
大
路
Ｓ
Ｆ
〇
六
は
路
面
幅
約
四

一
・
五
ｍ
分
を
検
出
し
た
。
路
面
舗
装

な
ど
は
認
め
ら
れ
な
い
。
朱
雀
大
路
東
側
溝
Ｓ
Ｄ
〇
七
は
堆
積
状
況
か
ら
、
大

き
く
二
時
期
に
分
か
れ
る
。
当
初
の
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ
七
Ａ
は
護
岸
施
設
を
も
た
ず
、

幅
七

・
一
五
ｍ
以
上
、
検
出
面
か
ら
の
深
さ
○

。
九
五
ｍ
を
測
る
。
こ
れ
を
改

い

膊榊

発掘区全体図
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修
し
た
溝
Ｓ
Ｄ
〇
七
Ｂ
は
、
溝
東
肩
に
河
原
石
を

一
段
分

一
列
に
並
べ
た
護
岸

施
設
Ｓ
Ｘ

一
三
を
も
ち
、
幅
二

・
三
ｍ
以
上
、
検
出
面
か
ら
の
深
さ
○

・
五
ｍ

を
測
る
。
遺
物
は
当
初
の
溝
Ｓ
Ｄ
〇
七
Ａ
か
ら
奈
良

・
平
安
時
代
の
上
器
、
奈

良
時
代
の
瓦

。
人
形

・
平
鍬
な
ど
の
木
製
品
が
出
土
し
、
改
修
後
の
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ

七
Ｂ
か
ら
奈
良

・
平
安
時
代
の
上
器

・
瓦
が
出
土
し
て
い
る
。

四
条
条
間
路
Ｓ
Ｆ
〇
八
で
は
、
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
〇
九

（幅
三
・
Ｏ
ｍ
、
検
出
面
か

ら
の
深
さ
Ｏ
・
六
ｍ
）
と
南
側
溝
Ｓ
Ｄ

一
〇

（幅
二
・
六
ｍ
、
検
出
面
か
ら
の
深
さ

Ｏ
・
五
ｍ
）
を
検
出
し
た
。
木
簡
が
出
土
し
た
南
側
溝
Ｓ
Ｄ

一
〇
は
素
掘
り
の

溝
で
、
断
面
逆
台
形
状
に
二
段
に
掘
ら
れ
て
い
る
。
土
層
堆
積
状
況
は
上
層
か

ら
暗
灰
色
砂
質
土

・
灰
白
色
砂
質
土

・
淡
茶
灰
色
砂

。
淡
黄
灰
色
砂

（以
上
改

修
時
の
埋
土
）
、
以
下
、
灰
褐
色
砂

。
淡
黄
灰
色
砂

・
淡
黄
褐
色
砂

・
褐
灰
色

砂
質
土

・
黄
灰
色
�
砂
と
続
き
、
最
下
層
の
暗
灰
色
粘
質
土
に
至
る
。
木
簡
は

こ
の
う
ち
の
最
下
層
か
ら
出
土
し
た
。
位
置
は
朱
雀

大
路
東
側
溝
Ｓ
Ｄ
〇
七
Ａ
と
の
交
差
部
よ
り
約
三

・

五
ｍ
東
に
あ
た
る
。

朱
雀
大
路
と
四
条
条
問
路
の
交
差
部
で
橋
の
遺
構

Ｓ
Ｘ

一
一
・
一
二
を
検
出
し
た
。
Ｓ
Ｘ

一
一
は
当
初

の
朱
雀
大
路
東
側
溝
の
東
西
両
肩
で
検
出
し
た
橋
脚

で
あ
る
。
西
肩
で
は
溝
と
平
行
に
柱
列
三
間
分

盆

・
六
十

一
二
二
―

一
・
五
じ

と
、
柱
列
の
両
側

に
、
護
岸
の
杭
列
を
検
出
し
た
。
東
肩
で
は
西
側
の

柱
列
に
対
応
す
る
柱
穴

一
つ
を
検
出
し
た
。
Ｓ
Ｘ

一

二
は
朱
雀
大
路
東
側
溝
改
修
時
の
護
岸
施
設
Ｓ
Ｘ

一

三
に
と
り
つ
く
、
自
然
石
を
集
積
し
て
造
ら
れ
た
陸

橋
で
、
こ
の
際
、
四
条
条
間
路
南
北
両
側
溝
は
埋
め

ら
れ
、
整
地
さ
れ
る
。

下
ツ
道
Ｓ
Ｆ
〇
四
は
路
面
幅
約

一
六
ｍ
分
を
確
認

+十

朱雀大路東側溝平面・立面図
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朱雀大路東側溝堆積土層図
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し
た
。
下
ツ
道
東
側
溝
Ｓ
Ｄ
〇
五
は
長
さ

一
一
。
三
ｍ
分
を
検
出
し
た
。
堆
積

状
況
か
ら
溝
は
改
修
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
初
の
溝
は
幅
二

・
八
五
ｍ
以

上
、
検
出
面
か
ら
の
深
さ

一
・
Ｏ
ｍ
で
あ
る
。
こ
れ
が
あ
る
程
度
埋
ま
っ
た
後

掘
り
直
さ
れ
、
幅
三

・
一
五
ｍ
以
上
、
検
出
面
か
ら
の
深
さ

一
・
二
ｍ
以
上
と

な
る
。
埋
土
中
か
ら
遺
物
は
出
土
し
な
か
っ
た
。

今
ま
で
、
東
西
の
道
路
と
朱
雀
大
路
と
の
交
差
点
部
分
で
橋
の
存
在
が
確
認

さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
今
回
、
架
橋
の
存
在
を
確
認
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
条
坊

復
原
に
新
た
な
資
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
下
ツ
道
東
側
溝
を
検

出
し
た
こ
と
に
よ
り
、
部
分
的
で
あ
る
が
、
平
城
京
造
営
以
前
の
状
況
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

い
　
　
日
日
日
日
日
国

戸
主
物

マ
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（昼
Ｘ
ａ
涎
∞
目

形
状
は
上
端
及
び
文
字
面
の
左
側
と
右
側
の

一
部
が
割
れ
て
欠
損
し
、
下
端

は
炭
化
し
、
表
裏
は
二
次
的
に
削
ら
れ
て
い
る
。
墨
書
は
片
面
左
側
下
方
に
二

行
の
文
字
が
残
る
。
左
半
の
文
字
は

「戸
主
物
マ
」
と
判
読
で
き
る
。
ま
た
右

一

半
に
も
文
字
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
が
判
読
で
き
な
い
。
墨
書
は

「物
マ
」
と
戸

主
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
か
な
り
欠
損
し
て
お
り
、
二
次
的
な
削
り
も
加
え

ら
れ
て
い
る
た
め
、
付
札
木
簡
で
あ
る
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
市
教
育
委
員
会

『奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要
報
告
書
　
平
成
七
年

度
』
（
一
九
九
六
年
）

（秋
山
成
人
）




